
取り組み計画表（行政）

新規取り組み●（黒丸）　　　既存事業拡大○（白丸）

健康づくり推進課 中央区保健子ども課 東区保健子ども課 西区保健子ども課 南区保健子ども課 北区保健子ども課 国保年金課 医療政策課 感染症対策課

２位

マスコミとの連携
○マスコミへがんやがん検診に関する
データ等を情報提供し、がん検診の必
要性を視聴者へ伝える。

啓発ピンバッジの作成
●啓発ピンバッジを作成し、がん協定
締結企業の職員、健康づくりボランティ
ア、がん講演会や各区での講演会の参
加者等に着用してもらい、がん検診の
必要性等を他者にも伝えてもらう。

がん体験談等による啓発
●がんの体験談や川柳等を募集し、
リーフレットや市政だより等に掲載する。

健康まちづくり活動との連動
○校区の強みを活かし、どうすれ
ば効果的な健診広報ができるか
を、住民と共に検討していく。
　例）校区広報誌への掲載
　　　校区内でのがん巡回検診日
程のPR

健康まちづくり活動と連動した広報
●校区単位の健康まちづくりイベン
トや健康学習会等において、がんや
がん検診の受診等の情報提供を行
う。

広報媒体の充実
●9月のがん征圧月間等に合わせ
た区のホームページ・フェイスブック
による広報。
●地域の広報誌を活用したがんや
がん検診について情報提供。
○校区の巡回検診の日程や会場等
を具体的に記載したチラシの作成。
●校区イベント等で活用できる東区
共通のチラシやパネルの作成。

周知方法の拡大
●支所だより・フェイスブック・校
区社協だより・集団健診を利用し
てがんに関する正しい知識と情
報を提供する。

キャッチフレーズを用いた広報
●「どぎゃんかせんといかん、がん検
診」という言葉をいつも冒頭に付けた
広報や啓発を行う。

市民が具体的にシュミレーションでき
るような広報
●早期に対応しなかった場合の治療
や患者のQOLへの影響、医療費等の
情報を入れた広報を行い受診への動
機付けとなるような広報を行う。

がんサポートセンター便りの発
行
●医療政策課に設置したがんサ
ポートセンターで、「サポートセン
ター便り」を新たに発行し、検診
に関する記事も掲載し、医療機
関や市役所関係機関で配布す
る。

がんに関連するイベントの利用
○医療政策課で実施する、がん
に関する様々なイベント（市民講
演会、がん患者大交流会、がん
サロン等）開催時に検診に関して
も適切な広報を行う。

中学生・高校生への広報
○ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん予防）ワクチンの予
防接種の対象者は、中学生・高
校生であり、接種勧奨時に、子宮
頸がん検診の必要性を啓発して
いる。

３位

啓発方法の工夫
〇受診方法や検査手順（検査の風景）
のビデオ・写真パネル作成し、健康づく
り啓発イベントや講演会等で紹介する。

集団に対する周知
○各校区の健康まちづくりにお
いて、受診率向上のための取り
組みを共に検討していく。

個別に対する周知
○幼児健診や家庭訪問等で、個
別に健診の受診方法を説明す
る。

地域・集団への広報
○区のホームページ・フェイスブッ
ク、地域や校区の広報誌を活用した
広報を行う。
○地域で行われる会議、子育て
サークル、高齢者サロン等、あらゆる
機会を通したがん検診の周知を図
る。

個人への周知
○1歳6ヶ月児健診、3歳児健診時に
保護者に対して、リーフレットを用い
てがん検診の意味や受診方法等に
ついて情報提供する。
○家庭訪問や個別健康相談等を活
用し、がん検診の周知を図る。

周知方法の拡大
○上記機会を利用して、がん検
診実施機関を住民に周知する。

健診の受け方の具体的な広報
○乳幼児健診や校区での行事で、パ
ンフレット等を用い受診方法に対し具
体的に説明する。
○校区の自治協だよりや社協だより、
合併特例区だよりにて、健診の受け方
を具体的に広報する。

周知方法
○４０歳以上の国保被保険者に
対して、特定健診とがん検診の
受診方法についての詳しい説明
リーフレットをと同日に受診できる
実施機関等の一覧を個別に配布
し周知を図る。

○（再掲）がんサポートセンター
便りの発行
医療政策課に設置したがんサ
ポートセンターで、「サポートセン
ター便り」を新たに発行し、検診
に関する記事も掲載し、医療機
関や市役所関係機関で配布す
る。

４位

日曜がん検診の実施日の拡大
〇実施日を増やせないか関係機関と協
議する。

夜間等に受診可能な医療機関の情報
提供
●土日・夜間診療時間に受診が可能な
医療機関を把握し、ＨＰ等で情報提供
を行う。

生活習慣病ネットワーク連絡会
との連動
●生活習慣病ネットワーク連絡会
議にて、がん検診受診率向上の
ための環境づくりについて取り上
げ、それぞれの役割を強化する。

管内医療機関との連携
●東区管内の生活習慣病対策ネッ
トワーク会議や企画会議を通し、が
ん検診受診の現状等の情報提供を
行い、かかりつけ医師による受診勧
奨の協力を得る。

20代～50代の働き盛り、子育て世
代への周知
●9月のがん制圧月間や日曜がん
検診の時期に区のホームページや
フェイスブック等で情報提供を行う。

医療機関が少ない地域への働
きかけ
○国保と連携した特定健診の出
張型集団健診に合わせたがん検
診の実施。
○他の校区へも出張型集団健診
とがん検診の同時実施の成果や
手法等を報告し、拡大を図って
いく。
医療機関が多い地域への働き
かけ
○生活習慣病予防ネットワーク連
絡会と連携を図り、特定健診の受
診率強化キャーンぺーンの設定
とともに、がん検診受診率向上に
向けた広報活動の推進を図る。

医療機関との協力体制
●生活習慣病ネットワーク連絡会
で、医療機関に特定健診とともに
がん検診受診も勧めてもらう。

セット検診診の継続・拡大
○セット検診の継続実施
●セット検診の場所を増やす。
（平成分室）

主治医によるがん検診受診勧奨の促
進
●生活習慣病対策ネットワーク連絡会
や産科医療機関との連絡会及び各々
の開催前後の医療機関訪問にて、が
ん検診の現状や健くま21のアンケート
等の市民の声を報告し、主治医からの
受診勧奨を働きかける。

子育て中の若い母親が受診しやすい
環境づくり
●医療機関との各種連絡会にて、子
連れで検診を受診することへの医療機
関への理解を求める。
●乳幼児を持つ母親に、休日開催の
がん検診についての情報提供を行う。

１位

医療市民講演会の開催
○医療政策課とくまもと医療都市
ネットワーク懇話会が共催で、開
催している市民講演会を、毎年
開催し、熊本市内の恵まれた医
療と先端医療の紹介を基本とす
るが、テーマをがんとすることも多
いことから、がんに関する正しい
知識や理解を促進する。今後
は、検診についての演題も検討
する。

出前講座の利用
○出前講座「がんになっても私ら
しく生きれる」の中で、がん経験
者による体験談で、がんに関する
正しい認識と理解を向上させる。
特に早期発見・検診の重要性に
ついて周知する。

ホームページの活用
○くまもと医療都市ネットワークの
ホームページで、がんに関する
正しい情報や熊本市内の医療情
報を発信する。

市民が、がん検診受診について見聞
きする機会を増やす
○乳幼児健診や育児相談、各校区で
開催される育児ｻｰｸﾙにて、若い世代
の女性に子宮がんや乳がんの予防と
早期発見についての啓発を行う。
●保育園幼稚園の保護者会、小中学
校ＰＴＡ，子育て支援センターなどにも
啓発の範囲を広め、実施する。
●各校区での行事の場に、啓発のた
めのコーナーを設ける。
●日ごろの家庭訪問活動や地域での
保健活動時には、特殊なケースを除き
がん検診受診勧奨を必ず行う。
●啓発は、同じ対象に何度も行う。一
回の啓発時間を短時間にして、業務
量を増やさずに実施できるよう工夫す
る。

計画的な市民への啓発
●校区での健康教室や啓発の実施
を、月毎の年間啓発計画を作成し、計
画的に漏れなく実施する。対象別に各
職員が工夫した啓発ツールを職員間
で共有する。

がん予防取り組み月間時の取り
組み強化
●地域での子育てサークル・高
齢者サロン・民協・地域のイベント
でがんの知識を啓発し理解を促
す。（がん制圧月間の９月をメイン
に）

がんに関する知識普及の機会を
増やす
○幼児健診時子宮がん検診の
受診啓発
●南区いきいきフェスタでがん
ブースを作る

地域住民への啓発
○校区のイベント・健康講座、役
員等の会議などの場を活用し、
がんに関する情報提供、リーフ
レットやクイズ・媒体を通して早期
発見・早期治療の必要性につい
てＰＲを行う。

母子保健事業を活用した啓発
○幼児健診時に、保護者の生活
習慣病予防としてに女性のがん
検診について個別指導を行う。

地域住民への啓発
○地域で行われる会議（社協・民児
協・自治協会議等）や子育てサーク
ル、高齢者サロン、地域で開催され
る健康イベント等において、リーフ
レットやパネルを活用した啓発を行
う。

既存の保健事業を活用した啓発
○1歳6ヶ月児健診、3歳児健診時に
保護者に対して、リーフレットを用い
てがん検診の意味や受診方法等に
ついて情報提供する。
○家庭訪問や個別健康相談、ＣＫ
Ｄ予防教室等を活用し、がんやがん
検診の情報提供を行う。

順位 カテゴリー名
取り組み計画

効果的・効率的な広報

気軽に受診できる環境づくり

がん検診の受診方法の周知

学校やPTAとの連携
○学校保健委員会や就学時健
診、PTAの行事等を活用して、が
んに関する情報提供や早期発
見・早期治療の必要性について
PRを行う。

既存事業を通した啓発
○こんにちは赤ちゃん訪問事業
・　幼児健診
○各校区で行われているサロン、
育児サークル等
○地域団体の会議（民児協・自
治協）
・　健康教育等

健康まちづくりでの啓発
○地域の健康まちづくり活動に
おいて、受診率向上に向けた実
態把握や情報提供を行い、それ
らの結果をふまえて、地域で検討
を行う。
○地域イベントを活用して健康づ
くりブースを設け、がんに関する
情報や検診の受け方等のリーフ
レットやパネルを活用し啓発を
行っていく。

広報媒体を活用した啓発
○支所だより
○西区フェイスブック、西区ホー
ムページ
○校区広報誌等

協会けんぽが実施する特定健
診の場を利用した啓発

子宮頸がんについての知識の
普及
○ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん予防）ワクチンの予
防接種実施時に、予防接種ととも
に子宮頸がん検診の必要性を啓
発している。

啓発パネルの工夫
〇がんの各ステージの写真と、ステー
ジごとの治癒率等を掲載し、早期発見
の必要性を視覚的に啓発する。

がん講演会の開催
●専門医の講演や著名人の体験談な
ど。

がんに関する正しい認識と理解
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健康づくり推進課 中央区保健子ども課 東区保健子ども課 西区保健子ども課 南区保健子ども課 北区保健子ども課 国保年金課 医療政策課 感染症対策課
順位 カテゴリー名

取り組み計画

５位

区への情報提供
〇区ごとに活動している健康まちづくり
に対して、がん検診に関するデータ・資
料の提供等を行う。

各校区の特性を活かした展開
○校区のイベント・健康講座、役
員等の会議等で、がん検診受診
の啓発・勧奨。
〇健康づくりの校区展開のなか
で、受診率アップや未受診者対
策など、地域住民と効果的な方
法を検討する。

健康まちづくりでの啓発
○校区単位の健康まちづくりイベン
トや健康学習会等において、がんや
がん検診等の情報提供を行う。

健康まちづくりサポーターとの連携
●東区で育成した健康まちづくりサ
ポーターと協働で、住民に対する啓
発の方法等を企画し実施する。

健康まちづくりでの啓発
○地域の健康まちづくり活動に
おいて、受診率向上に向けた実
態把握や情報提供を行い、それ
らの結果をふまえて、地域で検討
を行う。
○地域イベントを活用して健康づ
くりブースを設け、がんに関する
情報や検診の受け方等のリーフ
レットやパネルを活用し啓発を
行っていく。

がん予防啓発活動
○各校区毎の健康まちづくりイベ
ントで、がんの知識普及と受診で
きる日程の周知を図る。
●南区いきいきフェスタ時、がん
ブースを設ける（がんに関する標
語を募集する）

校区の既存組織への受診勧奨
●年代別の検診受診状況や死亡統計
を作成し、消防団や子ども会等への働
きかけを行う。
○各校区のイベントに健康に関する
コーナーを併設し、がん検診受診につ
いて啓発を行う。健康ブースに立ち寄
らない人も見ることが出来るようなパネ
ル展示を行う。

６位

協会けんぽとの連携
●協会けんぽとのデータ分析の結果を
活用し、市民へがんに関する医療費
データの情報提供を行う。

がん協定企業等との連携
○がん協定企業を拡大するとともに、締
結企業との取り組み状況等の情報共有
を図る。

熊本商工会議所との連携
●商工会議所の広報誌やホームペー
ジ等で事業所むけにがん検診に関する
情報提供を行う。

出前講座での周知
○企業への出前講座時に、がん
検診周知を行う。

がん検診推進のためのふれあい出
前講座の周知と活用
●区のホームページやフェイスブッ
ク等を活用し出前講座について広
報を行う。企業等からの依頼による
出前講座でがん検診の受診の必要
性や受診の方法等を周知する。

出前講座での周知
○出前講座時に、がん検診の周
知を行う。

協会けんぽとの連携
●協会けんぽとの話し合いを実
施し状況を確認する。
商工会との連携
●商工会の加盟店にポスターや
標語の掲示をお願いする。

企業や商工会、農協、生協との連携
●管内の主な企業や商工会、農協、
生協に熊本市のがん検診や受診状況
を説明し、社員や会員への受診勧奨
について協議し、ともに取り組む。
○国保年金課の実施する、特定健診
とがん検診の同時開催に取り組む校
区が増えるよう、働きかけを継続する。

健康づくり推進課との連携
○特定健診とがん検診を同時に
実施できる環境整備を図る。

７位

働く女性支援のためのがん検診推進
事業の実施
●働く女性支援のためのがん検診推進
事業として受診勧奨通知及びクーポン
券送付を実施する。

個別及び集団での受診勧奨
○幼児健診時に、今年度の受診
の有無を確認し受診方法を説明
する。
○校区のイベント・健康講座、役
員会議等で、がん検診の受診勧
奨を行う。

校区イベントを活用した受診勧奨
○校区イベントの健康ブース来場者
に対し、がん検診の受診の有無を
尋ね、リーフレットを配布して検診の
受診を促す。

既存の保健事業を活用した啓発
○1歳6ヶ月児健診、3歳児健診時、
家庭訪問や個別健康相談等を活用
し、がん検診の未受診者について
受診勧奨を行う。

地域イベントでの啓発
○地域で行う健康づくりのイベン
トの際にがんクイズ等を行い、未
受診者については受診の必要性
や受診方法等を説明する。

受診勧奨
○校区イベント等で受診の有無
を確認し、未受診の方にリーフ
レット等を活用して受診の必要性
や方法等を説明する。

校区イベントや日常業務での受診勧
奨
○校区イベントや植木地区の健診結
果説明会にて、がん検診未受診者に
リーフレット等を活用して受診の必要
性や方法等を説明する。
●未受診の理由別の受診勧奨方法を
整理して対応できるよう準備する。

８位

医療機関との連携による受診勧奨
●生活習慣病対策ネットワーク会議で
市のがん検診について情報提供を行
い、特定健診時にがん検診の勧奨をお
願いする。

生活習慣病ネットワーク連絡会
の活用
●かかりつけ医として患者や地域
へ「年1回は検診を」の呼びかけ
をお願いする。

既存事業を活用した啓発
●既存の事業（校区での健康教育、
イベント、育児サークル、高齢者サロ
ン等）を活用し、かかりつけ医を持つ
ことの必要性を伝える。
●がん検診や特定健診等のチラシ
に「かかりつけ医を持ちましょう。」と
いった文言をいれ、検診（健診）の
受診を勧める際にもれなく説明でき
るようにする。

既存事業での周知
○健康相談や健康チェックの
フォロー時、かかりつけ医を持つ
ことの必要性と早期受診を勧め
る。

医療機関との連携
○生活習慣病予防ネットワーク連
絡会と連携を図り、特定健診の受
診率強化キャーンぺーンの設定
とともに、がん検診受診率向上に
向けた広報活動を推進していく。

かかりつけ医との連携
○かかりつけ医を持つことの必要
性を地域の高齢者サロンやイベ
ントで伝えていく。

かかりつけ医との連携
●かかりつけ医からの受診勧奨を生活
習慣病対策ネットワーク連絡会時に働
きかける。
●日常業務や各校区でのイベント等
で、かかりつけ医を持つことや、市民側
からもかかりつけ医に健診の受診につ
いて相談することを勧める。

医療費適正化に向けた広報事
業
○啓発リーフレット等で、かかりつ
け医を持つことの必要性につい
て周知を図る。

出前講座の活用
○出前講座「賢い患者になるた
めに」や「在宅医療って知ってい
ますか」で、かかりつけ医を持つ
ことの普及促進を図る。

９位

大学生との連携による啓発の充実
●大学生等と共同し、若い女性向けの
パネル、啓発資料の作成や啓発機会
の拡大を図る。

学校現場との連携
○学校保健委員会、中学生と子
育てサークルの交流会、就学時
健診時などを活用し、児童および
親世代に啓発する。
○歯たち（20歳）の健診で大学と
連携し、クイズを活用したがん啓
発を行う。
○大学の講座で「女性の健康」を
テーマに啓発を行う。

学校との連携
●就学前健診時の健康教育や学校
保健委員会等を活用し、若い世代
や子どもを持つ親世代に啓発を行
う。

学生実習の中での啓発
●東区で臨地実習を行う実習生に
対し啓発を行う。

地域イベントの活用
○地域のイベントの際にがんクイ
ズなど行い、若い世代にがん検
診のPRを行う。

実習生への啓発
○地域保健実習に来る学生に対
し、がん検診の受診方法につい
て情報提供する。

小中学校行事を利用した教育
●学校保健委員会や就学時健
診を利用してがんの啓発を実施
する。
●学校にお願いし、子どもたちに
がんの標語を募集する。

管内の中学校、高校、大学への働き
かけ
●中学校の学校保健委員会にて、中
学生に対して将来のがん検診受診を
啓発する。
●高校の学園祭にて生活習慣病やが
ん予防、検診について啓発できるよう、
働きかける。
○保健科学大学の「地域看護学演習
講義」にて、がん検診受診啓発を行
う。
●保健科学大学との共催で実施する
イベントにおいて、学生への啓発を行
う。
●区役所にて臨地実習を行う実習生
に対し啓発を行う。

出前講座の活用
○各種学校から依頼される、出
前講座「薬物乱用防止教室」で、
喫煙に関する話を行う。生徒や
参加している保護者、また、生徒
が家庭に持ち帰って話すことによ
り家族にも、喫煙による肺がん発
症のリスクが高くなることや、喫煙
者は検診を受けることが大切であ
るということを、理解させる。

若い世代への教育

かかりつけ医を持つことの普及促進と連携

未受診者への受診勧奨

校区単位の健康まちづくりの展開

職域及び保険者との連携
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